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◆調査のあらまし

　横浜市中区元町一丁目に「水屋敷通り」と呼ばれる幅５

ｍほどの通りがあります。北側の 堀  川 から元町商店街を横
ほり かわ

切り、元町公園に続く南北の道筋です。この道筋は、元町

公園を奥部とする谷の中にあります。「水屋敷」は、明治

時代初めに山手居留地７７番（現、元町一丁目７７番元町公園

ほか）でフランス人のアルフレッド・ジェラール（Alfred 

Gerard）が船舶への飲料

水給水会社を営んでいた

ことに由来します。また、

ジェラールは同所で西洋

瓦・レンガなどの製造工

場も営んでいました。 

　船舶に給水するため、

「水屋敷通り」に堀川ま

で送水管を敷設していた

と伝えられています。調

査目的は、これに関係す

る埋設管の有無などを確

かめるというものです。 

　発掘調査は、２００５年（平

成１７）７月２７・２８日と２００７

年２月５・６日の２回行いました。幅１ｍ、長さ１．５～３．５

ｍの調査区７区、計１８．６�を発掘し、いくつかの新しい発

見がありました。

　調査は横浜都市発展記念館と共同で行い、環境創造局・

水道局・教育委員会の横浜市関係部局、東京ガス導管ネッ

トワーク・東京電力株式会社・有限会社ユー・エス・シー

　街・空間計画にご協力いただきました。

◆試掘調査区について（次ページの調査区位置図参照）

　２００５年度の調査区（トレンチ＝「Ｔ」と表記）は、その

名称を算用数字で表し、２００７年度の調査区はアルファベッ

ト大文字で表すこととしました。

　１Ｔ・２Ｔ・ＢＴ・ＣＴはジェラールの工場敷地内に位

置する「第１貯水槽」の外側を探るために設けたものです。

「第１貯水槽」が造られた詳しい年代はわかっていません。

内部には、北側中央にバルブ付きの鉄管があり、２Ｔはそ

の外側のようすを探るために設けました。西側の壁添いに

は２本一対の鉄管があり、２か所で貯水槽外に出ています。

１Ｔ・ＢＴ・ＣＴは、これを探るために設けました。ＣＴ

は１Ｔの再調査のため、一部重なっています。

　３Ｔと４Ｔは、ジェラールが堀川まで敷設していたとい

われる送水管の有無を確かめるために設けた調査区です。 

　ＡＴは、南およそ３ｍにある 中  間  桝 から「第１貯水槽」
ちゅう かん ます

に至る管路などを確かめ

るために設けました。「中

間桝」というのは、現在

の公園事務所側のより高

い位置にある「第２貯水

槽」から流れ出る水を受

けて「第１貯水槽」に導

く役割をもっていたと考

えられる施設です。

　なお、２～３Ｔを除く

調査区は、ジェラールの

工場が建っていた場所に

あたります。１Ｔ・ＣＴ

は、工場入口を入った左

手になります。

◆「第１貯水槽」周辺の調査結果―土管列の発見―

　２００５年度調査２Ｔ、２００７年度調査ＢＴ・ＣＴの３調査区

から土管列が発見されました。２Ｔの土管列は、外国人墓

地側から水屋敷通りに向かって埋設されていました。土管

はいずれも 素  焼 で外面に縦方向に筋が入っているもの（ス
す やき

トライプ土管）でした。この種の破片は、フランス領事

館・領事公邸跡（現、フランス山）や山手８０番館跡（現、

ブラフ８０メモリアルテラス）などからの出土例が知られて

いましたが、全体の形や大きさがわかるものとして初めて

の発見でした。５つ発見され、西側の２点は灰黒色、東側
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調査区位置図（１／１，０００）

の３点は 橙  褐  色 に焼き上げられたものでした。
とう かっ しょく

　西側から２点目の土管には、受け部が失われており、埋

設し直されたものと推定されました。この部分で、下に 堆 
たい

 積 する土に変化が認められることも観察されました。一部
せき

を深く掘り下げたところ、「第１貯水槽」のコンクリート

が見つかりました。堆積土が変化するところがコンクリー

トの端と一致していました。つまり、この土管列は、「第

１貯水槽」よりも先に埋設され、貯水槽が造られた時に、

一部を付け替えたものと判断されたのでした。

１８８２年（明治１５）フランス式２万分の１彩色地図（○印が調査地）

　ＢＴでは、南北方向の土管列がみつかりました。ここで

は、方形のストライプ土管に陶製土管がつなげられていま

した。この方形土管は、暖炉の煙道土管の転用品と考えら

れます。これも全体がわかる初めての発見例です。接合部

の隙間には、２点のレンガを詰めていました。陶製土管は

３点あり、南側の２点の接合部には、ひと回り大きな土管

のかけらが置かれていました。ここで付け替えられている

と推定されますが、確かめることができませんでした。

２トレンチで見つかった土管列（画面右手が外国人墓地側）

　ＣＴでは、南東から北西に調査区を斜めに横切るように

ストライプ土管列が見つかりました。調査区のやや西側に

は、南北方向に水道管とガス管があり、これらの埋設時に

取り除かれてしまっていました。水道管には「昭和四年　

横水」の銘がありました。ここで発見された土管は、長さ

３２�、外径２０�ほどの大きさで、２Ｔの土管の筒部の長さ

のちょうど半分の大きさに当ります。

　また、調査区西側の壁面には素焼無文の土管の一部がの

ぞいていました。道路を横切る方向に埋設されています。

堆積土の中ごろに焼土層があり、ストライプ土管がこの下

にあるのに対して、無文土管は焼土層を掘り込んで埋設さ

れているところから、ストライプ土管が古いものと判断さ

Ｂトレンチの方形土管と陶製土管の連接部
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３トレンチの発掘状況（上）と切り取った金属管（下）

れます。焼土層の形成時期や由来は、残念ながらまだわか

っていません。

◆「中間枡」付近の調査結果

　ＡＴでは陶製の土管列が見つかりました。ほぼ南北方向

に埋設されています。方向はＣＴに向いていますが、ＣＴ

のものより径が大きく、両者の関係はよくわかりません。

この調査区では、３～４層の焼土層があり、最も上にある

焼土層を掘り込んで埋設されていました。

　土管列の西側には、レンガを長方形に組み、内部に小石

を詰めた 遺  構 が見つかりましたが、何のためのものか不明
い こう

です。この下には、最上層の焼土面があり、レンガ組み遺構

との間からたくさんのジェラール瓦のかけらが敷き詰めら

れたように出土し

ました。ここでも

焼土層の年代の特

定などができてい

ませんが、いずれ

かの焼土層は「関

東大震災」時の火

災に由来するもの

と思われます。

Ｃトレンチの土管列（上）と調査区西壁で見つかった土管（下）

Ａトレンチの土管列とレンガ組み遺構

◆「水屋敷通り」の調査結果

　道路西側には管径６０�の下水管が存在し、この管の埋設

時に大きな溝が掘られ、かなり乱されていました。

　３Ｔでは、下水管の脇からコールタールでコーティング

された金属管が見つかりました。板材を丸めて作られてお

り、その合わせ目は２�ほどあります。外側には、コール

タールの接着効果を高めるために麻ひもが巻かれていま

す。大正時代に埋設された可能性が高いと思われます。

　４Ｔでは、南北方向に木材の一部が残っていました。ま

た、これとは別に一辺１５�、断面形方形の木管が調査区の

南壁と北壁で確認されました。これらは導水管の可能性が

あるものですが、残念ながら水分を含んで柔らかくなって

いたため、発掘の際に気付かずに壊してしまいました。

◆新たな課題

　ジェラールが埋設した導水管を特定することができませ

んでしたが、「水屋敷通り」とその周辺には、さまざまな

管が埋設されていることがわかりました。「関東大震災」

後から現在に至る埋設管についてはほぼ明らかですが、そ

れ以前の埋設管は、あまりよくわかっていません。なかで

も排水用とみられるストライプ土管は、明治初期に埋設さ

れた可能性が高く、これらの管路をつきとめることも新た

な課題となりました。この地域で陶製土管が使われ始める

時期も、まだわかりません。ジェラールの工場地内で認め

られた焼土層の由来と形成時期も新たな課題といえます。

　なお、ストライプ土管は、その特徴から機械で成形され

ていることがわかります。当時、蒸気機関を備えていたジェ

ラールの工場で製造されたと推定されます。
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＊「埋文よこはま」は、横浜市域で発掘調査された遺跡
や出土した遺物を紹介する広報紙です。

埋 文 よ こ は ま 1６

発　行　日　２００７年９月２８日
編集・発行　財団法人　横浜市ふるさと歴史財団

埋蔵文化財センター
〒２２４－００３４　横浜市都筑区勝田町７６０
ＴＥＬ　０４５－５９３－２４０６
ＦＡＸ　０４５－５９３－２４０３

埋蔵文化財センターのご案内

　出土品や整理作業のようすを見学できます（予約が必要
です）。埋蔵文化財や歴史に関する質問も歓迎します。
　開所：午前９時～午後５時。土・日・祝日休み。
　交通：東横線「綱島駅」より東急バス１番乗り場「勝田
折返所」行終点。田園都市線「江田駅」より東急バス「綱
島駅」行「勝田」下車。
　ホームページアドレス

http://www.rekihaku.city.yokohama.jp/maibun/index.html

国指定史跡　三殿台遺跡　写真展　主催：三殿台考古館
国指定史跡三殿台遺跡を紹介する写真展を中央図書館で開催します。
・日　　時　平成１９年１０月１７日（水）～１１月８日（木）
・場　　所　中央図書館
・開館時間　火～金曜日は、９：３０～２０：３０、土～月・祝（休）日は、９：３０～１７：００
・問合せ先　三殿台考古館（ＴＥＬ０４５－７６１－４５７１）

文化財ウィーク事業（主催：横浜市教育委員会）
　今年度も横浜市教育委員会が実施する文化財ウィーク事業に協力します。文化財ウィーク事業は各区の図書館を会
場として、その地域の文化財や埋蔵文化財を紹介する展示です。

山内図書館 　（ＴＥＬ０４５－９０１－１２２５）
・日　　時　平成１９年１０月３０日（火）～１１月１１日（日）
・展示内容　写真パネル、 観  福  寺  北 遺跡出土遺物など

かん ぷく じ きた

旭区図書館　（ＴＥＬ０４５－９５３－１１６６）
・日　　時　平成１９年１０月１８日（木）～１０月２９日（月）
・展示内容 　写真パネル、上白根おもて遺跡出土遺物など
・展示解説　１０月２７日（土）１３：３０～、１５：００～

図書館開館時間　火～金曜日は、９：３０～１９：００
 　　　土～月・祝（休）日は、９：３０～１７：００
問合せ先 各図書館、または埋蔵文化財センターまで
（財）横浜市ふるさと歴史財団　埋蔵文化財センター
（ＴＥＬ０４５－５９３－２４０６）

緑図書館　（ＴＥＬ０４５－９８５－６３３１）
・日　　時　平成１９年１１月２日（金）～１１月１８日（日）
・展示内容　写真パネル、 殿  谷 遺跡出土遺物など

との や

・展示解説　１１月１０日（土）１３：３０～、１５：００～

横浜の考古学と三殿台遺跡
―三殿台考古館開館４０周年記念―

第１回　１１月８日（木）　遺跡の発見から全面発掘まで　　　　武井　則道
第２回　１１月１５日（木）　発掘調査とその成果　　　　　　　　鈴木　重信
第３回　１１月２２日（木）　三殿台のいま　　　　　　　　　　　坂上　克弘

◇日　時 平成１９年１１月８日～１１月２２日、毎週木曜日、連続３回　午後２時～３時３０分（受付は午後１時３０分から）
◇会　場　横浜市歴史博物館　講堂　◇交　通　横浜市営地下鉄　センター北駅下車徒歩５分　◇定　員　１４０名
◇参加条件　３回参加できる方　◇参加費 資料代　１，５００円　◇締　切　１０月２４日必着　◇応募方法　往復葉書に
住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号、「考古学講座」申込と明記の上、埋蔵文化財センターまで。応募者多数の
時は抽選　◇申込・問合せ　（財）横浜市ふるさと歴史財団　埋蔵文化財センター　〒２２４－００３４　横浜市都筑区勝田
町７６０　ＴＥＬ　５９３－２４０６　ＦＡＸ　０４５－５９３－２４０３

考古学講座



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles false
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings false
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Remove
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 72
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 72
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


